
☆協定加盟事業所からの事業所紹介 
東海ノア協定加盟事業所間の相互理解を図ることを目的に、安全活動への取組み状況

等について加盟事業所からの紹介記事を掲載します。 
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『当社の安全活動 状況等について』 

三菱マテリアル株式会社 

 エネルギー事業センター 

那珂エネルギー開発研究所 

１．はじめに 

当社は１９５４年に中央研究所（埼玉県さいたま

市）で原子力の研究を開始しました。当研究所は、中

央研究所の原子力部門が那珂市（当時、那珂町）に移

転する形で１９８４年に設立されました。現在、原子

力関係の設計や評価などはエネルギー事業センター

（さいたま市）で、核燃料物質や放射性同位元素を用

いる試験は当研究所でと役割分担するほか、青森県六

ヶ所村にも事業所を設けています。当研究所では、燃

料加工、再処理、廃棄物処理及び廃棄物処分など原子

燃料サイクル全般の研究開発を行っています。 

 

２．当社の行動指針 

当社は、関連法令を遵守し、社会的良識に従い健全な企業活動を行うため、１９９７年

に全社員が遵守・実践すべき最高規範として企業行動指針を定めました。２００３年には

これを当社グループ全体の最高規範として位置付け、公正な事業活動を通じた会社の持続

的発展と企業価値の最大化に努めています。また、この理念の下、『私たちが目指す姿』

を言葉で表し、価値観と行動規範（人権遵守、安全優先、法令順守など）を具体的に定め

ました。これらは当社のホームページ（http://www.mmc.co.jp）で公開しています。また、

業務遂行における判断の指針（優先順位）をＳＣＱＤＥ（S：安全・健康最優先、C：法令

順守、公正な活動・環境保全、Ｑ：品質、Ｄ：納期厳守、Ｅ：適正利益）としてまとめ、

これを記載したカードを全社員が常時携行しています。 

 

３．安全衛生活動の取組み 

全社的な安全衛生活動については、「安全は全てに優先する」を合言葉とし、安全確保

を最優先事項として位置付けて、完全ゼロ災のための活動を推進しています。 

当研究所においては、年初に年間安全衛生推進計画を定めて安全衛生活動を確実に推進し

ています。この計画では、法令や協定に基づく活動はもとより、以下のような様々な自主
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的活動の実施を定めています。 

(1) 近年の全体目標は「完全無災害」、スローガンは「ルール遵守と危険予知、全員参加

で完全ゼロ災」です。さらに令和５年度はサブスローガンとして「小さなことから少しず

つみんなで作ろう安全職場」を掲げ、職員一人ひとりの安全への感性を高めると共に、職

員全員で小さなことから少しずつ安全な職場づくりに取り組んでいます。 

(2) 不安全行為や危険個所の芽を摘むために、所長、産業医、衛生管理者及び安全衛生委

員がそれぞれ毎月所内パトロールを行い、指摘事項を安全衛生委員会に報告しています。

安全衛生委員会は各職場に改善を指示し、その後も改善が完全に実施されるまでフォロー

します。 

(3) 毎週実施している研究所会議にて「事故事例紹介」を定期的（１回／月）に行ってい

ます。ここでは、原子力産業だけでなく広く一般産業にまで範囲を広げ、事故事例を取り

上げて事故の原因と対策を職員一同に解説し共有しています。 

(４) 最近では、全社的な取り組みとして、デジタル技術を使った事故防止情報の共有や教

育等を充実させ安全意識に向上に役立てています。所内においては、工事（作業）計画等

（大型重機の運行情報含む）を社内イントラネットに掲載するなどの取り組みを行い、安

全確保に役立てています。 
 
４．おわりに 

開所以来続けてきた安全活動の成果として、当研究所は３９年間無事故無災害を達成し

ました。今後もこの記録を更新するべく努力して参ります。東海ノア協定加盟事業所及び

地元の皆様には、今後もご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 

 

以 上 


